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跡見学園女子大学文学部紀要　第 46 号　（2011 年 3 月 15 日）
Summa
  Pynson exhibebat pictulam super alba pagina et utebar eandem pictulam super continuis 
duo albis paginis auto eandem super pro aut pone alba pagina libri.  Habetne in usu 
pictulam supplere sententiam sed exhibebat pictulam complere paginam. Quod sententiae 
paginam, tituli paginam et albam paginam complet, complet omnia paginas. de Worde 
etiam complet omnia paginas.  Quod duo magni typographi, Pynson et de Worde adoptant 
“complere paginam” principium, erat principium commune non tantum iis sed etiam 






言って、巻末が ｢ページいっぱいの表示｣ になるとは限らない。巻末の多用な姿は表 8-1 で「後」




　表 8-2 から分かるように、巻末付近の表示形は C、G、H、P、R、S の 6 種類である。C 形には
4 種類（C1、C2、C3, C4）あるが、C1 では最終活字ページの文章がページの途中で完了してい
るために、下部の余白には絵が添えられている。C2 では最終活字ページが全部文字で埋められて
いる。そして C3 では最終活字ページの下部余白に奥付が図柄表示されている。従ってこの 3 表
扉を開けるピンソン（2）






　しかし C4 では下部の余白が白のままで、埋められていない。C 形の 4 種類（C1、C2、C3, C4）
の使用件数は、表 8-3 によると、それぞれ 37、24、32、12 である。C4 は 12 件なので、例外とは
言えない件数であるが、C 形の中で最も少ない使用件数である。C 形は原則として ｢ページいっ
ぱいの表示｣ を目指していたと見てよい。
　G 形も 4 種類（G1、G2、G3、G4）である。G1、G2、G3 の最終活字ページは C 形の最終活字
ページのそれと同じである。加えて次のページ（最終折丁の最終ページ）には絵が印刷されてい
表 8-3：巻末の表示形の使用件数
表示形 C1 C2 C3 C4 G1 G2 G3 G4 H1 H2 H3 H4 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 R1 R2 R3 R4 R5 S1
件数 37 24 32 12 1 35 23 29 2 5 7 5 0 1 5 2 9 2 7 0 1 1 1 2 1
表 8-2：「表 8-1」の記号の説明
表示形 最終4ページ前 最終3ページ前 最終2ページ前 最終1ページ前 最終ページ
C 1     A（絵）
2      A（F）
3     A（▽）
4     A（余白）
G 1      A（絵） 絵
2      A（F） 絵
3     A（▽） 絵
4     A（余白） 絵
H 1      A（絵） 白
2      A（F） 白
3     A（▽） 白
4     A（余白） 白
P 1   A（絵） 絵 絵
2   A（F） 絵 絵
3   A（F） 白 絵
4   A（▽） 絵 絵
5   A（▽） 白 絵
6   A（余白） 絵 絵
7   A（余白） 白 絵
R 1   A（絵） 絵 絵 絵
2   A（▽） 白 文 絵
3   A（▽） 白 文   A（余白）
4   A（余白） 白 白   A（絵）
5   A（余白） 絵 白 白
S 1   A（F） 白 白 白 絵
 A ：最終活字ページ
 絵 ：木版画、木版書名、
 　  印刷者マーク
 F ：最終活字ページは
 　  最終行まで活字印
 　  刷
 ▽ ：印刷ページの下部
 　  の奥付が図柄表示
 　  されている
余白 ：最終活字ページの





G3 の巻末はどれも ｢ページいっぱいに表示｣ されていることになる。
　他方、G4 の最終活字ページの下部は余白のままであるが、G1、G2、G3、G4 の使用件数は、表












　H 形も 4 種類（H1、H2、H3、H4）であるが、G 形と違い、最終ページの様子が不明のため、白
ページにしてある。H 形の 4 種類は、表 8-3 によると、2、5、7、5 と件数は少ない。H 形は G 形
の例外と言えよう。
9．巻末の2白ページ（P形）
　P 形は巻末に 2 白ページができるため、表示形は 7 種類と多様化する。しかしピンソンは P1 を
使用していないので、実際には 6 種類（P2、P3、P4、P5、P6、P7）になる。P 形の最終活字ペー
ジも C 形のそれと同じである。そして 2 白ページの内の 2 ページ目（最終折丁の最終ページ）には
必ず絵が添えられている。従って P 形も、G 形と同様に ｢ページいっぱいの表示｣ になっている。
　P 形を最終活字ページの様子で分けると、表 8-2 から分かるように、「P2 と P3」、「P4 と P5」、
「P6 と P7」に 3 区分出来る。P2 と P3 とは中間の白ページが埋められているかいないかの違いで
ある。両者の使用件数は 1 件（P2）と 5 件（P3）なので、埋めていない P3 形の方が多い。P4（2
件）と P5（9 件）でもやはり埋めていない P5 形が多用されている。
　P6 と P7 はいずれも最終活字ページの下部に大きな余白が残っているが、P7 はそれに加えて、






　R 形は巻末に 3 白ページができる表示形である。これには 5 種類（R1、R2、R3、R4、R5）ある
が、R1 は未使用のため、4 種類である。そして R 形は R5（2 件）を除くといずれも 1 件しか見か
けない。表示の様子は表 10-1 に示したとおりである。
11．4白ページ（S形）
　S 形は S1 の 1 種類で、1 点しかない。この形では白ページが 4 ページもある。内訳は最終活字












件もあり、この件数は総件数（244 件）の 1/3 にもなる。表示形で言えば C2、C3、C4、H2、H3、
H4 である。もしマークを宣伝目的で使用するのであれば、これらの表示形にもマークを表示する
必要がある。しかし C2 は巻末が ｢ページいっぱいの表示｣ のため、絵を示す余地はない。巻末
に表示スペースがなければ、巻頭付近での表示が考えられるが、C2 形 24 件の内、巻頭付近でマ
最終活字ページ 白ページ1 白ページ2 白ページ3
R2 C3形 白 正誤表 絵
R3 C3形 白 活字ページ 活字と余白
R4 C4形 白 白 奥付と絵




ークを使用しているのは 2 件（stc.15721、19812）にすぎない。C3 は奥付を図柄表示しているの
で、表示スペースは少しあるが、空き方は様々である。仮にスペースが十分に確保できなければ、
巻頭付近にマークを表示することも考えられる。しかし C3 も 32 件中の 2 件（stc.504、25479.3）
しか巻頭でマークを見かけない。C4 形（12 件）は巻末が余白のままであるが、巻頭付近では 3
件（stc.12474、12471、23425）のマークしか見かけない。そして H 形は全部で 17 件だが、巻頭
付近にマークを見かけるのは H4 形中の 2 件（stc.5545、13432）にすぎない。
　絵を 1回使った場合の使用状況を見てきたので、次に 2回使用する場合の内訳を見てみよう。2












1  木版＋マーク  stc.6894.6（P4）（1506年）、14079（P6）（1503年）
 17035（P2）（1520年）（但し、巻頭でも同じ木版を使用）
2  マーク＋木版  stc.12380（P6）（1505年）
3  マーク＋マーク  stc.320（P4）（1516年）
表 12-2：2 点の絵の内訳
表 12-1：巻末の絵の種類
表示形 C1 C2 C3 C4 G1 G2 G3 G4 H1 H2 H3 H4 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 R2 R3 R4 R5 S1 計
巻末 絵 マーク 34 1 32 20 29 2 1 5 2 8 2 6 1 1 2 1 147
木版 3 3 3 1 1 11
なし 24 32 12 5 7 5 1 86







表 13-1 である。なお、巻頭付近に白ページを見かける理由については第 16 項で説明する。　
　なお、表 13-1 の各表示形がド・ウォードの場合と同じであれば、例図は省略し、異なっている
場合だけ示している。
　表 13-1 からわかるように、巻頭付近の表示形には、本文がすぐに始まる X 形、1 白ページのあ
る Y 形、2 白ページのある Z 形の 3 種類がある。
　X 形は X1 の 1 種類しかない。本文はページの冒頭から始まり、途中や下部から始まることはな
い。従って X1 形は常に ｢ページいっぱいの表示｣ となっている。
　Y 形は本文の始まる前に 1 白ページができる形であり、Y1、Y2、Y3 の 3 種類がある。Y1 と Y2
は白ページに扉や「HERE」扉を示しているので、｢ページいっぱいの表示｣ となっている。Y3
（図 13-1）では白ページに絵（木版）が示されているので、このページも ｢ページいっぱいの表




X 1  本文
Y 1  扉  本文
2  扉（Incipit title）  本文
3  木版  本文
Z 1  扉  木版  本文
2  扉  白頁  本文
3  扉（Incipit　title）  木版  本文
4  扉（Incipit　title）  白頁  本文
5  木版  扉  本文 （未使用）
6  木版  木版  Paragraph title・本文 （未使用）
7  木版  白頁  Paragraph title・本文
8  白頁  白頁  本文





　3 番目は巻頭に 2 白ページのある Z 形である。これは 9 種類あるが、ピンソンは 7 種類（Z1、Z2、









き思想が存在したことになる。この考え方ができれば、使用件数は少ないが Z4（3 件）も Z7（4
件）も同じ扱いができる。
　Z8（1 件）と Z9（1 件）では最初の白ページは埋められていないが、Z9 だと次の白ページに木
版が示されている。他方、Z8 は次のページも白のままである。もっともこの 2 表示形はいずれも
1 件だけなので、例外と見てよいだろう。巻頭付近でも絵や手抜き思想を活用して ｢ページいっ
図 13-1-1 (stc.15722、 1496 年 ）(Y3） 図 13-1-2 (stc.15722、 1496 年 ）(Y3）
表 14-1：巻頭付近の表示形の件数
X1 Y1 Y2 Y3 Z1 Z2 Z3 Z4 Z7 Z8 Z9







　表 8-1 によると、絵付き形は「HERE 形」も合わせると 117 件あり、巻頭付近で使用された絵
は 50 種類を越える。その中でも使用件数の多い絵を列挙すると表 15-1 になる。
　表 15-1 から分かるように、図 15-1 は 25 点もの本に使われているばかりでなく、この絵を扉ペ
ージと次のページに連続使用している本が別に 8 点もある。件数は異なるが、同様の使い方をし
ているのが図 15-2 である。図 15-3 だと他の本に 6 点、図 15-4 では 9 点に使われている。それに
図 15-1とは別の絵だが、一つの絵を扉ページと次のページに連続して使用する本がさらに 7点あ
る（6）。
　以上のように、1 つの絵が他の作品に使用されているばかりでなく、時には 1 絵が巻頭付近で
連続して使用されている。このような使い方をしていたのでは絵を特定の作品用の飾りと見なす
図 15-1 図 15-2 図 15-3 図 15-4
他の本にも使用 同一本で使用
図15-1 25件 8件 （2）
図15-2 17件 2件 （3）
図15-3  6件 白 （4）










りに失敗した証拠でしかない。ピンソンの場合、白ページが巻末付近には表 8-3 によると 182 ペ
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